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⑹ を の式に表すと，
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が の一次関数となるものは，イ
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図より，3けたの整数の作り方は，全部で 6×4＝24 通り。

そのうち，213以上となるのは，○印の10通り。

よって， 1024＝
5
12

⑻ ア nが偶数のとき，n－2は偶数となるので×

イ 4n＝2×2nより必ず偶数となる。

よって，4n＋5 は奇数となるので〇

ウ nが偶数のとき，3nは偶数となるので×

エ n2－1＝（n－1）（n＋1）となり，nが奇数のとき，

n－1 は偶数，n＋1 は偶数となり，

偶数×偶数＝偶数となるので，×

⑼ の値が1から3まで増加するとき，関数 ＝2 2 の変化の

割合は， 2×3
2－2×12
3－1 ＝ 18－22 ＝8

一次関数の変化の割合は，傾きの値と等しくなるので，変化の

割合が等しくなるのは，傾きが8のエとなる。

⑽ ア 図Ⅰで，2点Ａ，Ｂをふくむ平面はいくつもあるので×

イ 図Ⅱで，交わる2直線をふくむ平面は，同じ直線上にない

3点をとることができるので〇

ウ 図Ⅲで，平行な2直線をふくむ平面は，同じ直線上にない

3点をとることができるので〇

エ 図Ⅰで，3点Ａ，Ｂ，Ｃをふくむ平面はいくつもあるので

×
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2 ⑴ ア 範囲＝最大値－最小値より，各組の最大値と最小値に注目

すると，Ａ組の最大値は，Ｂ組の最大値より小さく，Ａ組の

最小値は，Ｂ組の最小値より大きいので，範囲はＡ組の方が

Ｂ組よりも小さくなり，同じ値にならないので×

イ 四分位範囲＝第3四分位数－第1四分位数より，Ａ組の

四分位範囲は，30－15＝15（ｍ），Ｂ組の四分位範囲は，

35－20＝15（ｍ）となり，同じ値になるので〇

ウ 図より，Ａ組，Ｂ組の中央値（第2四分位数）は，ともに

25ｍであるので〇

エ 図より，Ａ組は30m以上の記録を出した生徒が全体の25％，

Ｂ組は35ｍ以上の記録を出した生徒が全体の25％である。Ａ

組は35m未満の生徒が少なくとも1人はいないと第3四分位

数が30mにならない。よって，35m以上の記録を出した人数

は，Ｂ組の方が多いので×

オ 各組32人であるから，中央値は，記録を小さい順に並べた

とき，16番目と17番目の平均値である。中央値は25mである

から，16番目と17番目記録がともに25mの場合と，16番目が

24m，17番目が26mのように記録がちがう場合が考えられる。

そのため，Ａ組とＢ組の25ｍ以上の記録を出した人数は，必

ずしも同じであるとはいえないので×
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一
　
㈡
　
1
段
落
の
冒
頭
で
「
生
き
て
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
環
境
に
負
荷
を

か
け
る
こ
と
だ
と
、
人
は
た
ぶ
ん
本
能
的
に
自
覚
し
て
い
る
。」
と
書
か
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
内
容
に
適
し
て
い
る
イ
が
適
当
。

㈢
　
オ
の
「
理
由
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
」
が
不
適
。
4
段
落
に
「『
掃
除
』

と
い
う
営
み
を
『
庭
』
と
い
う
技
芸
に
仕
上
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ

る
よ
う
に
、
筆
者
は
掃
除
を
技
芸
に
仕
上
げ
た
理
由
を
明
確
に
述
べ
て
は
い

な
い
。

㈤
　
ア
は
「
自
然
の
猛
威
か
ら
人
々
の
生
活
を
い
か
に
し
て
守
る
か
」
が
不
適
。

イ
は
「
自
然
を
後
世
に
残
そ
う
」
が
不
適
。
エ
は
「
自
然
の
猛
威
か
ら
逃
れ

よ
う
と
す
る
こ
と
の
む
な
し
さ
」
が
不
適
。
オ
は
「
デ
ザ
イ
ン
性
を
高
め
る
」

が
不
適
。
文
中
に
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
暮
ら
し
の
必
要

性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
書
か
れ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
と
は

異
な
る
。

二
　
㈡

　「
厳
か
」
は
「
重
々
し
く
、
心
が
引
き
し
ま
る
様
子
」
と
い
う
意
味
。「
厳

粛
」
も
同
様
の
意
味
の
た
め
、
イ
が
適
当
。
そ
の
他
の
選
択
肢
は
全
て
「
厳

し
い
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

三
　
㈤

　
イ
は
「
い
つ
も
の
こ
と
だ
と
冷
静
に
対
応
し
て
い
ま
す
」
が
不
適
。
4
段

落
の
は
じ
め
に
「
お
ろ
お
ろ
し
て
い
る
奥
さ
ん
に
か
わ
っ
て
」
と
あ
る
。
ウ

は
「
甘
え
た
態
度
で
示
し
ま
す
が
」
が
不
適
。
本
文
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述

は
な
い
。
エ
は
「
先
生
は
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
反
省
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
」
が
不
適
。
4
段
落
に
「
藤
巻
先
生
に
悪
気
は
な
い
」
と
あ
る
た
め
、
自

分
の
非
を
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

㈥
　
文
章
中
に
「
よ
ち
よ
ち
」「
ひ
や
ひ
や
」「
お
ろ
お
ろ
」「
ず
ん
ず
ん
」
な

ど
の
擬
態
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
イ
が
適
当
。
登
場
人
物
の
一
人
が

「
僕
」
な
の
で
、エ
が
適
当
。
ア
、ウ
、オ
に
つ
い
て
は
描
写
が
さ
れ
て
い
な
い
。

四
　（
本
文
の
要
旨
）

　
後
漢
に
魯
恭
と
い
う
家
臣
が
い
た
。
別
名
を
仲
康
と
い
い
、
扶
風
平
陵
の
出
身

で
あ
る
。
粛
宗
と
い
う
皇
帝
の
時
代
に
中
牟
県
の
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。
刑
罰
に

頼
ら
ず
、
徳
に
よ
る
教
え
で
世
の
中
を
治
め
て
い
た
。
地
方
で
害
虫
が
発
生
し
て

田
畑
の
穀
物
を
荒
ら
し
た
。
し
か
し
、
県
境
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
場
所
で
も
害

虫
は
中
牟
県
内
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
河
南
郡
の
長
官
で
あ
っ
た
尹
袁
安
は
こ

れ
を
聞
き
、
そ
ん
な
こ
と
は
事
実
で
は
な
い
と
疑
い
、
仁
恕
と
い
う
役
職
の
肥
親

に
中
牟
を
視
察
さ
せ
た
。
魯
恭
は
あ
ぜ
道
を
歩
き
、
肥
親
と
共
に
土
手
に
座
っ
た
。

キ
ジ
が
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
そ
の
傍
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
近
く
に
子
供
が
い
た
。

「
坊
や
は
ど
う
し
て
キ
ジ
を
捕
ま
え
な
い
の
か
ね
。」
と
肥
親
は
聞
い
た
。
す
る
と

子
供
は
「
キ
ジ
が
雛
を
連
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。」
と
答
え
た
。
肥
親
は
驚
い
て

立
ち
上
が
り
、
別
れ
る
際
に
「
私
が
来
た
理
由
は
、
あ
な
た
の
治
政
を
視
察
し
よ

う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
他
の
動
物
や
虫
に
も
及
ぶ
思
い
や
り
の
心
が
子
供
に
ま

で
育
っ
て
い
る
か
ら
、
害
虫
が
中
牟
県
内
に
入
ら
な
い
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。」
と
魯
恭
に
言
っ
た
。
肥
親
は
役
所
へ
帰
り
、
状
況

を
報
告
し
た
。

㈡
　
そ
れ
ぞ
れ
の
波
線
部
の
主
語
は
以
下
の
通
り
。

ア
…
尹
袁
安
　

イ
…
魯
恭
　

ウ
…
雉
　

エ
…
肥
親
　

オ
…
児
　

カ
…
肥
親

㈣
　
ア
は
「
魯
恭
に
出
会
え
た
こ
と
を
喜
ん
だ
」
が
不
適
。
イ
は
「
自
然
が
豊

か
な
土
地
で
驚
い
た
」
が
不
適
。
ウ
は
「
子
供
か
ら
ひ
な
を
守
ろ
う
と
し
た

親
鳥
を
見
て
」
が
不
適
。
驚
い
た
の
は
子
供
に
も
思
い
や
り
の
心
が
備
わ
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
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然
を
後
世
に
残
そ
う
」
が
不
適
。
エ
は
「
自
然
の
猛
威
か
ら
逃
れ

よ
う
と
す
る
こ
と
の
む
な
し
さ
」
が
不
適
。
オ
は
「
デ
ザ
イ
ン
性
を
高
め
る
」

が
不
適
。
文
中
に
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
暮
ら
し
の
必
要

性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
書
か
れ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
と
は

異
な
る
。

二
　
㈡

　「
厳
か
」
は
「
重
々
し
く
、
心
が
引
き
し
ま
る
様
子
」
と
い
う
意
味
。「
厳

粛
」
も
同
様
の
意
味
の
た
め
、
イ
が
適
当
。
そ
の
他
の
選
択
肢
は
全
て
「
厳

し
い
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

三
　
㈤

　
イ
は
「
い
つ
も
の
こ
と
だ
と
冷
静
に
対
応
し
て
い
ま
す
」
が
不
適
。
4
段

落
の
は
じ
め
に
「
お
ろ
お
ろ
し
て
い
る
奥
さ
ん
に
か
わ
っ
て
」
と
あ
る
。
ウ

は
「
甘
え
た
態
度
で
示
し
ま
す
が
」
が
不
適
。
本
文
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述

は
な
い
。
エ
は
「
先
生
は
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
反
省
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
」
が
不
適
。
4
段
落
に
「
藤
巻
先
生
に
悪
気
は
な
い
」
と
あ
る
た
め
、
自

分
の
非
を
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

㈥
　
文
章
中
に
「
よ
ち
よ
ち
」「
ひ
や
ひ
や
」「
お
ろ
お
ろ
」「
ず
ん
ず
ん
」
な

ど
の
擬
態
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
イ
が
適
当
。
登
場
人
物
の
一
人
が

「
僕
」
な
の
で
、エ
が
適
当
。
ア
、ウ
、オ
に
つ
い
て
は
描
写
が
さ
れ
て
い
な
い
。

四
　（
本
文
の
要
旨
）

　
後
漢
に
魯
恭
と
い
う
家
臣
が
い
た
。
別
名
を
仲
康
と
い
い
、
扶
風
平
陵
の
出
身

で
あ
る
。
粛
宗
と
い
う
皇
帝
の
時
代
に
中
牟
県
の
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。
刑
罰
に

頼
ら
ず
、
徳
に
よ
る
教
え
で
世
の
中
を
治
め
て
い
た
。
地
方
で
害
虫
が
発
生
し
て

田
畑
の
穀
物
を
荒
ら
し
た
。
し
か
し
、
県
境
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
場
所
で
も
害

虫
は
中
牟
県
内
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
河
南
郡
の
長
官
で
あ
っ
た
尹
袁
安
は
こ

れ
を
聞
き
、
そ
ん
な
こ
と
は
事
実
で
は
な
い
と
疑
い
、
仁
恕
と
い
う
役
職
の
肥
親

に
中
牟
を
視
察
さ
せ
た
。
魯
恭
は
あ
ぜ
道
を
歩
き
、
肥
親
と
共
に
土
手
に
座
っ
た
。

キ
ジ
が
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
そ
の
傍
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
近
く
に
子
供
が
い
た
。

「
坊
や
は
ど
う
し
て
キ
ジ
を
捕
ま
え
な
い
の
か
ね
。」
と
肥
親
は
聞
い
た
。
す
る
と

子
供
は
「
キ
ジ
が
雛
を
連
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。」
と
答
え
た
。
肥
親
は
驚
い
て

立
ち
上
が
り
、
別
れ
る
際
に
「
私
が
来
た
理
由
は
、
あ
な
た
の
治
政
を
視
察
し
よ

う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
他
の
動
物
や
虫
に
も
及
ぶ
思
い
や
り
の
心
が
子
供
に
ま

で
育
っ
て
い
る
か
ら
、
害
虫
が
中
牟
県
内
に
入
ら
な
い
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。」
と
魯
恭
に
言
っ
た
。
肥
親
は
役
所
へ
帰
り
、
状
況

を
報
告
し
た
。

㈡
　
そ
れ
ぞ
れ
の
波
線
部
の
主
語
は
以
下
の
通
り
。

ア
…
尹
袁
安

　

イ
…
魯
恭

　

ウ
…
雉

　

エ
…
肥
親

　

オ
…
児

　

カ
…
肥
親

㈣
　
ア
は
「
魯
恭
に
出
会
え
た
こ
と
を
喜
ん
だ
」
が
不
適
。
イ
は
「
自
然
が
豊

か
な
土
地
で
驚
い
た
」
が
不
適
。
ウ
は
「
子
供
か
ら
ひ
な
を
守
ろ
う
と
し
た

親
鳥
を
見
て
」
が
不
適
。
驚
い
た
の
は
子
供
に
も
思
い
や
り
の
心
が
備
わ
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

〔
国
　
語
〕
令
和
５
年

⑴
　
愛
知
県
公
立
高
校

令
和
５
年
入
試
問
題

　
解
説

─
1
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⑶ ① 点Ｐが頂点Ａを出発してから 秒後のAPの長さを cmと

すると，点Ｐは毎秒 1 cmの速さで辺AD上をくり返し往復

するので，APの長さは，図Ⅰのようなグラフとなる。グラ

フより， ＝6のときの の値は2となる。
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図Ⅰ

② 点Ｑが頂点Ｃを出発してから 秒後のBQの長さを cmと

すると，点Ｑは毎秒 2 cmの速さで辺BC上をくり返し往復す

るので，BQの長さは，図Ⅱのようなグラフとなる。AB∥PQ

となるのは，AP＝BQとなるときより，2つのグラフが交わ

る回数を数えればよい。

したがって，4回となる。
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BQの長さグラフ APの長さグラフ図Ⅱ

3 ⑴ OとＣを結ぶ。AO∥BCより，錯角は等しいから，

∠OBC＝∠AOB＝48° OB＝OC（＝半径）より，

∠OCB＝∠OBC＝48° OBCは二等辺三角形であり，

∠BOC＝180－48×2＝84°

点Ｂ側にある∠AOC＝48＋84＝132°

ACに対する中心角と円周角の関係より，

∠ADC＝132÷2＝66°

48° 48°
84°

48°
A

B C

O

D

⑵ ① Ｅは辺ABの中点より，AE：EB＝1：1

平行線と線分の比の関係から，

AF：FD＝AE：EB＝1：1となる。

AE＝6÷2＝3（cm） AF＝10÷2＝5（cm）

AEFに三平方の定理より，

FE2＝32＋52＝34 FE＞0 より，FE＝�34cm
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② DHFと BHCで，FD∥BCより，

FE∥DBより，錯角は等しいから，

∠HDF＝∠HBC，∠HFD＝∠HCB

2組の角がそれぞれ等しいので，

DHF∽ BHC

対応する辺の比は，それぞれ等しいので，

FH：HC＝FD：CB

＝5：10＝1：2

直線DEをＥの方向へのばし，BCとの交点をＩとする。

AEDと BEI で，AE＝BE，

∠EAD＝∠EBI＝90°，∠AED＝∠BEI（対頂角）

1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，

AED≡ BEI これより，IB＝DA＝10cm

DGFと IGC で，FD∥IC より，

∠GDF＝∠GIC，∠GFD＝∠GCI

2組の角がそれぞれ等しいので， DGF∽ IGC対応する辺

の比は，それぞれ等しいので，

FG：CG＝FD：CI＝5：20＝1：4

123

5
②①

41

10

CG

HF

上図のように，1：2を5：10に，1：4を3：12にして，

比の合計を15にして合わせる。
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〔社 会〕令和5年

1 ⑴ Ⅰの資料は平城京。奈良時代は710年からの約80年間となる。

唐は618～907年。

⑵ Ⅱの資料は鎌倉の都市構造模型。アは江戸のこと。イは16～17

世紀頃。ウの日蓮宗の開祖は1222年生まれ。エの真言宗は平安時

代。

⑶ 資料Ⅲは出島。江戸時代に交易が行われていたのは中国とオラ

ンダで，説明文からアジアとの交易とあるのでオランダとなる。

2 ⑴ 資料ⅠのＡは1889年。Ｂは1895年。Ｃは1904年。新聞の発行部

数のグラフは前年対比なので100％を下回らなければ発行部数は

増加している。イは，中国の影響を受けたことから奈良時代。ウ

は昭和。

⑵ 資料ⅡのＤは1919年で，中国による反日運動。Ｅは1933年で，

満州事変における国際連盟の調査によって日本がとった行動。

⑶ Ⅳの新聞は冷戦に関係する記事なので敗戦後。

⑷ 当時は12人の陪審員が素人の立場で審理に参加し，犯罪事実の

有無を答申する制度であった。司法に参加となる。陪審法は1923

年公布，1928年施行。当時の選挙権は男性のみ。

3 ⑴ 市町村合併をする理由の一つとして地方財政の悪化による財政

確保があげられる。資料ⅡのＡは，米の産出額から秋田県。Ｂは，

人口から鳥取県。Ｃは海面養殖業収穫量から千葉県。Ｄは，人口

から神奈川県。Ｑはどの県も6割以上となっていることから65歳

以上の割合とは言えない。

⑵ 資料から工場の海外移転は考えにくい。また，働くことについ

ての指標もある。

⑶ 文章中の「県庁所在地より東に位置し，太平洋に面している」

ことから千葉県。ａ地点は海岸から1km以内で津波浸水想定内

であることから津波避難タワーが妥当。ｂ地点は津波浸水想定よ

りも高い位置にある。

4 ⑴ 資料ⅠのＡＢＣについて，人口が一番多く面積が一番大きいＣ

はアジア。次に人口が多く面積が広いＢがアフリカ。また，工業

用水の割合の低さからも判断できる。残りのＡが北アメリカ。

⑵ 生活インフラの面からヨーロッパの方が生活用水の一人当たり

の使用量が多いと考えられるので，Ｙが生活用水。

⑶ 資料ⅢのＤＥＦについて，日本における自給率が高いものが米

だと考えられる。また，米の輸入先を考えると米の生産量が多い

アジアがあげられることからＤは米。日本の輸入量全体に占める

割合から北アメリカが多いＥが大豆。ヨーロッパが多いＦがバ

ターとなる。

⑷ アはインドのバラナシで東経75度付近。イはスペインのアルハ

ンブラ宮殿で西経15度付近。ウはアメリカのグランドキャニオン

で西経120度付近。エはアフリカ大陸にあるビクトリア湖で東経30

度付近。日本は東経135度。経度差（東経－東経，東経＋西経）

を出す。

5 ⑴ 多賀城と大宰府がおかれた律令政治の頃。国風文化は平安時代。

鳴門ICは古墳群より東にある。トンネルを建設するほうが建設

費は高くなる。また，文化財を守る観点から公正となる。

⑵ 候補者に投票するには選挙権（18歳以上）が必要。立候補する

にも被選挙権（25歳以上）が必要。
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〔理 科〕令和5年

1 ⑴ 同じ時間に見える星座の位置が移動するのは，地球が太陽の周

りを公転しているから。北の空の星座は北極星を中心に反時計回

りに動いている。公転は12か月で一周の速さなので，1か月後の

同じ時刻の恒星Ｘは，360°÷12か月＝30° 反時計回りの位置に

移動して見える。

⑵ 温度が下がると，物質の体積は小さくなる。水に氷が浮かぶの

は，水が固体になると体積が大きくなる特別な物質のため。

2 ⑵ 高倍率にすると，視野は狭くなり，暗くなる。

⑶ ワセリンを塗った部分からは蒸散が行われないため，Ａは葉の

裏側＋茎など，Ｂは葉の表側＋茎など，Ｃは葉の裏側＋表側＋茎

などから蒸散が行われている。よって，Ｃ－Ｂは葉の裏側だけの

蒸散量になり，Ａ－（Ｃ－Ｂ）は葉以外の部分からの蒸散量となる。

⑷ 葉の裏側からの蒸散量はＣ－Ｂで求められるので，

36.2－20.2＝16.0cm3

葉の表側からの蒸散量はＣ－Ａで求められるので，

36.2－26.2＝10.0cm3

3 ⑴ 〔実験〕では，二酸化炭素が発生する。

アは水素，イはアンモニア，ウは塩素が発生する。

⑶ 表で，ビーカーＡは石灰石を1.00g加えると，反応後に0.44g質

量が減っている。ビーカーＢでは，石灰石を2.00g加えると，反

応後に0.88g質量が減っている。ビーカーＣ～Ｆでは，石灰石を

加える量を変えても，反応後に1.10gしか減らない。よって，実

験で使用した塩酸15cm3過不足なく反応する石灰石の質量をxg

とすると，

1.00g： x g＝0.44g：1.10g となり，これをxについて解くと，

x＝2.5gとなる。

ビーカーＥとビーカーＡを混ぜると，

塩酸 15cm3×2＝30cm3 に

石灰石を 1.00g＋5.00g＝6.00g 入れたことになる。よって，

6.00g－（2.5g×2）＝1.00g の石灰石が溶け残る。この溶け残った

石灰石と過不足なく反応する塩酸の量を y cm3とすると，

15cm3： y cm3＝2.5g：1.0g となり，これを yについて解くと，

y＝ 6 cm3 となる。

⑷ 濃さを2倍にすると，過不足なく反応する石灰石が2.5g×2＝5.0g

となる。

石灰石1.0gが反応したときに出る気体の質量は変化しない。

4 ⑴ 紙テープは6打点ごとに切ってあるので，線ＣからＤまでにか

かる時間は， 160 秒×6＝0.1秒である。この時間で9.6cm移動して

いるので，

9.6cm÷0.1秒＝96cm/s の速さになる。

⑵ 図3より，OA間の距離は1.5cm，

AB間の距離は，3.6cm－1.5cm＝2.1cm

BC間の距離は，6.3cm－3.6cm＝2.7cm

CD間の距離は，9.6cm－6.3cm＝3.3cm

である。0.1秒間に進む距離は，0.6cmずつ大きくなっていること

から，

DE間の距離は，3.3cm＋0.6cm＝3.9cm

EF間の距離は，3.9cm＋0.6cm＝4.5cm

になると考えられる。よって，OF間の距離は，

9.6cm＋3.9cm＋4.5cm＝18.0cm になる。

⑶ 運動エネルギーは位置エネルギーの大きさが最も小さくなると

きに最大になるので，②，③ともに図4のｂ，ｄを通過するとき

が最も大きくなる。小球は②と③で同じ高さまで持ち上げられて

いるが，②の方が質量が大きいため，初めにもつ位置エネルギー

が大きいので，変換された運動エネルギーは②のｂを通過すると

きが最も大きくなる。

⑷ イ：位置エネルギーは物体の高さに比例するので，点ａのとき

に最大になる。

ウ：摩擦や空気抵抗を無視できる条件の場合，力学的エネル

ギーは一定になる。

エ～カ：③は最高点が②よりも高いので，物体のもつ力学的エ

ネルギーは②よりも大きい。よって，点ｄでの運動エ

ネルギーは②よりも③の方が大きくなるので，通過す

る速度は③の方が速い。

5 ⑴ ア：快晴，イ：晴れ，ウ：くもり，エ：雨

⑵ 3月20日の6時から12時の間には風向が北寄りから南寄りに変

化しており，気温が上昇しているので温暖前線が通過していると

考えられる。3月21日の3時から9時の間には風向が南寄りから

北寄りに変化しており，気温が下降しているので寒冷前線が通過

していると考えられる。

⑶ 表1で3月21日9時の気温は13.0℃なので乾球の示す温度は

13℃。湿度は45％になっていて，表2の乾球の温度が13℃の列を

横に見ていくと，乾球と湿球の差が5.0℃のときに45％なので，

13℃（乾球）－5.0℃（差）＝8.0℃ をこのときの湿球は示している。

⑷ 表3のように，気温が高くなるほど空気が含むことのできる水

蒸気の量（飽和水蒸気量）は大きくなる。よって湿度は54％で同

じでも，飽和水蒸気量（湿度100％のときの水蒸気量）が大きい

時刻Ｂのときの空気が，最も多くの水蒸気を含んでおり，露点が

高くなる。表3より，時刻Ｂの気温（19℃）のときの飽和水蒸気

量16.3gの54％である8.8gが飽和水蒸気量である気温（9℃）がこ

のときの露点である。
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〔英 語〕令和5年

聞き取り問題文聞き取り検査省略

1 ⑴ ア：レシピ本 イ：英語の辞書 ウ：天気予報

エ：新聞の記事

⑵ ア：教室で「おはよう」と言おうとしていた。

イ：門の近くに近づいていた。

ウ：門の所で彼らの前を通り過ぎようとしていた。

エ：門の近くで音楽を聴いていた。

⑶ ア：なんて優しい犬なんだろう。

イ：なんて素晴らしい朝なんだろう。

ウ：なんて新しい高校なんだろう。

エ：なんてステキな自転車なんだろう。

2 ⑴ though （～である）けれども

Because なぜならば，～なので

we changed our plan「私達は計画を変更しました」

we took our umbrellas「私達は傘を持って行った」

⑵ Saturday morning before it starts to rain

3 ⑴ have you wondered「（水がどこから来るのだろうか）と思っ

たことがありますか」

⑵ ア：森が陸地を安全に保つ（b）

イ：森はダムのようだ（a）

ウ：森が地球温暖化を止める（c）

⑶ ア：日本の森林のおよそ3分の2は互いに関係している。

イ：森のおかげで，雨水が生活用水になる。

ウ：地球上の森林はさらに多くの二酸化炭素を排出する。

エ：森林では，生活に必要な水が林業によって保護されている。

⑷ ア：森の木は，企業，田畑，都市のための水を生み出す。

イ：ダムの雨水は森に降り注ぐ。

ウ：雨の場合，木の生えていない土地は多くの地滑りを引き起

こす可能性がある。

エ：林業は1年の間に木を育て，伐採し，使用し，再び植える

ことを続けている。

4 ⑴ ① go to ～ ～へ行く

② take baths 風呂に入る

③ remind A of B AにBを思い出させる

⑵ ア：私の見たところでは イ：それゆえに

ウ：一方で エ：私の意見では

⑶ ア：情報がないので，土曜日にタイチに尋ねよう。

イ：情報がないので，土曜日にタイチと一緒に昼食を食べよう。

ウ：情報がないので，土曜日にタイチに情報を教えよう。

エ：情報がないので，土曜日にタイチとお風呂に入ろう。

⑷ ア：8月にタイチがその博物館に行くのなら，彼は最も長い期

間そこに滞在できます。

イ：12月は午前9時に博物館に入場できます。

ウ：タイチは12月25日に博物館に行くのでワクワクしている。

エ：博物館の平日のチケット代は週末よりも高いでしょう。

オ：16歳以上は博物館に入場するのに12.5ポンドか10ポンドを

支払うでしょう。

カ：12月は19歳以上は皆，週末に19ポンドを支払う必要がある。
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〔英 語〕令和5年

問題文聞き取り検査省略

1 ⑴ ア：レシピ本 イ：英語の辞書 ウ：天気予報

エ：新聞の記事

⑵ ア：教室で「おはよう」と言おうとしていた。

イ：門の近くに近づいていた。

ウ：門の所で彼らの前を通り過ぎようとしていた。

エ：門の近くで音楽を聴いていた。

⑶ ア：なんて優しい犬なんだろう。

イ：なんて素晴らしい朝なんだろう。

ウ：なんて新しい高校なんだろう。

エ：なんてステキな自転車なんだろう。

2 ⑴ though （～である）けれども

Because なぜならば，～なので

we changed our plan「私達は計画を変更しました」

we took our umbrellas「私達は傘を持って行った」

⑵ Saturday morning before it starts to rain

3 ⑴ have you wondered「（水がどこから来るのだろうか）と思っ

たことがありますか」

⑵ ア：森が陸地を安全に保つ（b）

イ：森はダムのようだ（a）

ウ：森が地球温暖化を止める（c）

⑶ ア：日本の森林のおよそ3分の2は互いに関係している。

イ：森のおかげで，雨水が生活用水になる。

ウ：地球上の森林はさらに多くの二酸化炭素を排出する。

エ：森林では，生活に必要な水が林業によって保護されている。

⑷ ア：森の木は，企業，田畑，都市のための水を生み出す。

イ：ダムの雨水は森に降り注ぐ。

ウ：雨の場合，木の生えていない土地は多くの地滑りを引き起

こす可能性がある。

エ：林業は1年の間に木を育て，伐採し，使用し，再び植える

ことを続けている。

4 ⑴ ① go to ～ ～へ行く

② take baths 風呂に入る

③ remind A of B AにBを思い出させる

⑵ ア：私の見たところでは イ：それゆえに

ウ：一方で エ：私の意見では

⑶ ア：情報がないので，土曜日にタイチに尋ねよう。

イ：情報がないので，土曜日にタイチと一緒に昼食を食べよう。

ウ：情報がないので，土曜日にタイチに情報を教えよう。

エ：情報がないので，土曜日にタイチとお風呂に入ろう。

⑷ ア：8月にタイチがその博物館に行くのなら，彼は最も長い期

間そこに滞在できます。

イ：12月は午前9時に博物館に入場できます。

ウ：タイチは12月25日に博物館に行くのでワクワクしている。

エ：博物館の平日のチケット代は週末よりも高いでしょう。

オ：16歳以上は博物館に入場するのに12.5ポンドか10ポンドを

支払うでしょう。

カ：12月は19歳以上は皆，週末に19ポンドを支払う必要がある。
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〔英 語〕令和5年

聞き取り問題文聞き取り検査省略

1 ⑴ ア：レシピ本 イ：英語の辞書 ウ：天気予報

エ：新聞の記事

⑵ ア：教室で「おはよう」と言おうとしていた。

イ：門の近くに近づいていた。

ウ：門の所で彼らの前を通り過ぎようとしていた。

エ：門の近くで音楽を聴いていた。

⑶ ア：なんて優しい犬なんだろう。

イ：なんて素晴らしい朝なんだろう。

ウ：なんて新しい高校なんだろう。

エ：なんてステキな自転車なんだろう。

2 ⑴ though （～である）けれども

Because なぜならば，～なので

we changed our plan「私達は計画を変更しました」

we took our umbrellas「私達は傘を持って行った」

⑵ Saturday morning before it starts to rain

3 ⑴ have you wondered「（水がどこから来るのだろうか）と思っ

たことがありますか」

⑵ ア：森が陸地を安全に保つ（b）

イ：森はダムのようだ（a）

ウ：森が地球温暖化を止める（c）

⑶ ア：日本の森林のおよそ3分の2は互いに関係している。

イ：森のおかげで，雨水が生活用水になる。

ウ：地球上の森林はさらに多くの二酸化炭素を排出する。

エ：森林では，生活に必要な水が林業によって保護されている。

⑷ ア：森の木は，企業，田畑，都市のための水を生み出す。

イ：ダムの雨水は森に降り注ぐ。

ウ：雨の場合，木の生えていない土地は多くの地滑りを引き起

こす可能性がある。

エ：林業は1年の間に木を育て，伐採し，使用し，再び植える

ことを続けている。

4 ⑴ ① go to ～ ～へ行く

② take baths 風呂に入る

③ remind A of B AにBを思い出させる

⑵ ア：私の見たところでは イ：それゆえに

ウ：一方で エ：私の意見では

⑶ ア：情報がないので，土曜日にタイチに尋ねよう。

イ：情報がないので，土曜日にタイチと一緒に昼食を食べよう。

ウ：情報がないので，土曜日にタイチに情報を教えよう。

エ：情報がないので，土曜日にタイチとお風呂に入ろう。

⑷ ア：8月にタイチがその博物館に行くのなら，彼は最も長い期

間そこに滞在できます。

イ：12月は午前9時に博物館に入場できます。

ウ：タイチは12月25日に博物館に行くのでワクワクしている。

エ：博物館の平日のチケット代は週末よりも高いでしょう。

オ：16歳以上は博物館に入場するのに12.5ポンドか10ポンドを

支払うでしょう。

カ：12月は19歳以上は皆，週末に19ポンドを支払う必要がある。
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解 説

愛知県公立高校令和5年
入試問題 解 答

〔国 語〕令和5年

一 ㈠ ウ ㈡ イ ㈢ オ ㈣ ア ㈤ ウ
二 ㈠ ① ア ② エ （完答） ㈡ イ ㈢ エ
三 ㈠ Ａ イ Ｂ カ （完答） ㈡ ウ ㈢ ア ㈣ ウ

㈤ ア、オ ㈥ イ、エ
四 ㈠ ウ ㈡ エ、カ （完答） ㈢ イ ㈣ エ

〔数 学〕令和5年

1 ⑴ エ ⑵ ウ ⑶ ウ ⑷ ア ⑸ ウ ⑹ イ
⑺ ウ ⑻ イ ⑼ エ ⑽ イ，ウ （完答）

2 ⑴ イ，ウ （完答） ⑵ Ⅰ オ Ⅱ ク
⑶ ① ウ ② エ

3 ⑴ ア 6 イ 6 （完答）
⑵ ① ア 3 イ 4 （完答） ② ウ 2
⑶ ① ア 2 イ 4 （完答）
② ウ 7 エ 0 （完答）

〔社 会〕令和5年

1 ⑴ ①：イ ②：キ （完答） ⑵ ウ ⑶ ウ
2 ⑴ ①：ア ②：エ （完答）

⑵ ③：イ ④：オ ⑤：キ ⑶ ア ⑷ ウ
3 ⑴ ①：イ ②：ウ （完答）

⑵ Ｚ③：ア ④：Ｂ （完答）
⑶ ⑤：Ｃ ⑥⑦：ア （完答）

4 ⑴ カ ⑵ イ ⑶ ア ⑷ エ
5 ⑴ ①：エ ②：オ （完答） ⑵ エ，オ （完答）

⑶ ③：ア ④：エ ⑤：カ （完答）
⑷ ⑥：イ ⑦：エ （完答） ⑸ イ ⑹ ウ

〔理 科〕令和5年

1 ⑴ ア ⑵ エ
2 ⑴ ア ⑵ オ ⑶ Ⅰ：ア Ⅱ：エ （完答） ⑷ カ
3 ⑴ エ ⑵ イ ⑶ オ

⑷ 説明文：ウ グラフ：ｂ （完答）
4 ⑴ ク ⑵ カ ⑶ ウ ⑷ ア，オ （完答）
5 ⑴ イ ⑵ ウ ⑶ エ

⑷ Ⅰ：イ Ⅱ：エ Ⅲ：ア （完答）
6 ⑴ Ⅰ：イ Ⅱ：オ （完答） ⑵ ケ

〔英 語〕令和5年

〈聞き取り検査〉
ＱＲコードを読み取ると聞き取り検査の問題を英文で確認できます。
第1問 1番 ｄ 2番 ｂ 3番 ｂ
第2問 問1 ｄ 問2 ｃ
〈筆記検査〉

1 ⑴ エ ⑵ ウ ⑶ イ
2 ⑴ ア

⑵ 1番目 カ 3番目 イ 5番目 エ （完答）
3 ⑴ ウ ⑵ ア ⑶ イ ⑷ ウ

⑸ ① ア ② エ （完答）
4 ⑴ ① ウ ② エ ③ イ ⑵ ウ ⑶ ア

⑷ ア オ
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